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この小論の目的は、 「深刻化・多様化する児童福祉問題に対応Jするために、「児童福祉の担い

として、平成6(1994)年 1月1日かち「児童福祉に関する事項j を専門的に担当する

として新たに設費された主任先議委員の地域における活動について主として子育て支援を中心と

して呉体的に考察を試みたものである。この主託児童委員の設置目的は、「住民に最も近い

3ろる児童委員の活動をより一層推進していくこと」によって、地区の「児童委員の活動Jの活性化

を回り、 「児童委員のリーダ一役」として国民の期待に応えようとするものである。青森県におい

ても、主任児童委員は、県内に241人(平成9年 1月1日現在)配置され、児童委員と関係機関と

を図りながら、児童委員と一体となって活動を行っている。その主たる活動は、大きく

子育ての支援j と「児童の語別援助活動j などの二つにある。その事串は、例

えば、岩待されている児童等の発見、いじめ、家定内暴力、校内暴力、不登校などの実清把握に

もれるように、今や子育ては、桓々の家庭内の問題としてだけでなく、社会全体での支援を、この

家庭の嬬壊が匙慎される状況の中で、「子背てに必要な優しい地域作りj が日本の社会全体の大き

な課題になっているからである。そこで本稿では、 「地域における主任児草委員の活動Jの課題設

定の下に、 「健やかな子どもを生み育てる地域づくりJの視点から、児童の健全育成のための子育

て支援を中心にして、主任児童委員の使命と役割、主在児童委員の専門性の活動、主{壬児童委員に

おける の問題を設定して、地域における主任児童委員の活動について具体的に考

察を試みようとしたものである。主任児童委員は、培域において児童福祉の担い手、児童委員のリ

ーダ一役、地域の子育てアドパイサーとして、時には才ンブズマンの役目を担いながち、 「縫やか

に子どもを る環境づくりJ となっているのであ

キーワ…ド:主任児童委員、子育て支援、 に必要な優しい地域作り

I 問題の所在 主在児童委員設置の緊急且つ必要性

f深刻fヒ・多様化する児叢福社問題に対窓j するためと、手成ち(1号94)年 1

月1Bから新たに「児童福祉に関する事項Jを専門的に担当する児童委員として設寵された「児童

福祉の担い手Jである。この主託児童委員は、その後、平成13(2001)年11月の児童福祉法一部

改正で、法定化されている。主任児童委員の設置目的は、 「住民に最も近い存在である児童委員の

活動をより一周推進していくこと」によって、地区の「児童委員の活動j の活性化を関ること ζあ

る。それは、主任児議委員を設量し配置することによって、地区の児童委員の地域活動(体験や実

績)を更に発壊させ、「深刻化・多様往する児叢謡社問題j に荒して菌民の期待に5与えようとする
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ものである。主任児童委員が「児童話社分野での経験が豊富な民生委員・児童委員のなかから選出

されるj ことになっているのも、そして「担当広域をもたず、地区の児童福祉問題を担当するJこ

とになっている大きな理由もここにあるのであろう。児童委員会制度は、改めて「今日的な社会構

勢やニーズに対応した児童委員の役割・託務が関われることj 立なったのである。この間の経緯に

ついて、平成4(1992)年11月21日付の児童委員会制度の再婦制を提案した児童委員開題研究会(永

井稜ー鹿長〉の中間報告は、児童委員のその活動体制の在り方について「担当事項(担当内容)を

明示j していないと次のように報告していることから容易に知れるであろう。

r (児童委員の)担当事項(担当内容)を明示せず、先輩委員の主体的な活動に委ねられたため、

各児童委員の力量や経験などの差、また地域差などがあり個々の児童委員の努力にもかかわらず隔

靴掻滞感があってその活動体制のあり方が課題とされてきた。J(福祉新開〉

主任児童委員は、児童分野を中心に活動する「児童委員のリーダー役j として、 f社会情勢やニ

ーズに対応した活動を期待J(福祉新開〉されているのである。この「児童委員のリーダー役J(主

任児童委員)の職務内容は、より具体的には、平成4(1992)年12月58付の「厚生補祉j によ

れば、 「児童委員の活動を支援したり、地域の“子育てアドパイサー"としての子供や親の相談立

乗るj ことであり、 「いじめや登校拒否など児童問題は複雑化、多様化しているJ中で、 「主住児

には地域で身近なことそ相談できるおじさん、おばさんの役目を果たjすことにある。平成

4 (1992)年12丹14日付の「揺社新聞JはJ予定通り六年慶には、主任児童委員が配置され、活

動の活性化が国られるように期待したしりと、次のようと論説している。

fかつて全国運動として展開された f丈夫な子どもを生み育てる運動』は、婦人民生委員という

名の“児童委員"が主力で取り組まれ、大きな成果を上げた体験と実績を持っている。主任児童委

員の配置によってこれらの体験と実績を下に、さらに、活動を発壊させ、国民の期待に応えて欲し

いものである。j

主在児童委員の新設について、福祉新聞は、 f誠に時宜を得たもので、評価したしりとエールを

送っている。青森県も平成9年3月の「青森県子育て支援計画あおもりすくすく子育てプランj を

策定して、 「子膏て支援社会の実現に向け、重点的に進める施策Jの一つに、 r (2)子どもや子

育てに関する相談支援体制の整備 ①相談機関の充実強化と包括的システムの整備j を掲げて、 f地

域たおいて相談活動に従事する家庭相談員、児童委員・主任児童委員など相談員の活動の活性化を

困るため、研修を強化しJょうとしている。家庭相談員は、 「福祉事務所(家寵児童相談室)で、

どもや妊産婦の福祉に関する事項について、実構の把握、相談、調査、指導を行うことを業務と

する者Jであり、 「児童委員は地域において先童・妊産婦の福祉花関する援護指導を行う者で民生

委員が兼ねており、県内に3，142人(平成9年l月l日現在)配置されているJoそして f主在児

童委員は、平成6年l月に制度化された子どもの問題を専門に相当する委員で、操内に241人〈平

成9年1月l日現在)配寵され、児童委員と関係機関との連絡調整を図りながら、児童委員と一体

となって活動を行っているj。その後、主任児章委員の活動は、平成16年の児童福祉法の改正(主

住児童委員の職務の部分改正)によって、 「主伍児童委員も区域担当児童委員と同様に個別支援に

関わるJ(第十七条)ことが明確に定義づけられている。

「第十七条 ②主任児童委員は、前項各号に掲げる児童委員の職務について、児童の福祉に関する

機関と児童委員(主在児童委員である者を除く G 以下、この項において同じ。)と
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の連絡調整を行うとともに、児議委員の活動に対する援助及び協力を行う。

@前項の規定は、主在児童委員が第一現各号に掲げる見童委員の議務を妨げるもので

はない。 j

この平成16年の児童福社法の改正によって、 f主在児童委員も豆域担当 と関様に{国別

関わるj ことになったのは、一つには、 f主f壬児童委員は、……鰐別ケースについて対応し

ない取り扱いが一部で行われていたことj とこつには、 f児童虐待等への対応な

積楼的立関わることが期待されてj いたからである。

「この改正は、主任児童委員は、関係機関との連絡調整など区域担当児童委員への支援を行い、

個別ケ…スについて対応しない取り扱いが一部で行われていたこと、児童虐待等への対応な

児議養員が積極的に関わることが期待されている事案が増えていることをふまえて行われたもので

す。J(W1思議委員、主任児童委員が、課題を抱える純子を支えるための活動ヒント集ρ

このように車成16年の児童福祉法の主在児童委員の職務の部分改正によって、

関孫機関との連絡調整などとともi之、区域恕さき児議委員と問様に鱈知事案を担当

活動の推準を関ることが明薙j になり、より其捧的には、今吉の主在児童委員の活動は、

の地域支援として f児童虐待や不登校、非行、育児不安などの課題を抱える親子への個別支披

は、

区域拐当

童虐待な

と主任児童委員が協働して関わるJことになったのである。

と連携して、 「子どもや子育て家賠に対する個別支援を行なうこと」、特に「児

に対応する必要があるケースに対し、 児章委員とともに、

主体的に関わっていくことが期待されJ(児童委員活動の手引き30)たのである。このように個別

支援の場合において、主任児童委員は、 f区域担当児意義員と問様、子どもや子育て家底の立場に

って、翻身になって相談にのり、必要なすーピスや機関の情報を提供していくことが求めちれj

iき30)ているののであるが、 f加えて、担室長三域を持たず、

福註に関わる知識や構報を有する、主{壬完童委員なちではのj、次のような4つの役割が期待され

ている。r.児童相談所や学校、保健所等の関孫機関と との連絡調整

・銅別支援たおいて、区域担当児童委員が悩んだ際の支援

.子どもや家族が、近所に住む区域担当児童委員には相談しにくい場合の、仲介役

.児童委員の相当区域の枠を超えて支援をしなければならないケースの場合の、 g域担当

員同士の連絡調整J(wrわがまちならでは」の見護委員活動の展開をめざして(児童委員活動

の手引き 30)~ ) 

そこで本務では、 「地域における主任児童委員の活動j の課題設定の下に、 「縫やかな子どもを

生み育てる地域づくりj の視点から、主壬克蒙委員の捷命と役話、主在児童委員の専門性の活動、

主を完童委員における子膏て支援の三つの問題を設定して、地域における主{壬克童委員の活動につ

いて呉手本的 ことにしたい。

E 主任児叢委員の使命と役割の問題

第一の問題は、

験が豊富な

の使命と役割の問題である。 「児童福祉分野での経

-児議委員のなかから選出されるJことになっている。この主任児童委員の選
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出母体になっている「児童謡社分野での経験が豊窟な民生委員j と「児章委員j との関係と任務は、

「民生委員は、児童話祉法による児童委員を兼ねており、その任務としては児童、妊産婦、ひとり

親家庭への支援があるJ0 特に、虐待事例では、同時に多くの問題や課題を控えている場合が多

いことなどからj、主任児童委員による「見守り活動j もある。その民生委員は、 f民生委員法に

基づき各車町村に置かれる民間の奉仕者であり、行政の協力機関として位置づけちれているJ0 従

って、児童委員は、民間の奉仕者で透うる民生委員が「葉ねることj になっているので、 f専門的な

援助技禽があるとはいえないが、複雑なケースでないかぎり問題解決の活動をする(法12)Jこと

になっている。ここで児童委員の活動体制が今日的な課題として問われているのは、¢児童委員の

拙当事項〈担当内容)を明示していない、 φ児童委員の主体的な活動に委ねられたため、各児童委

員の力最や経験などの避が見られる、③児童委員の活動体制に地域差が在る、④専門的な援助技術

があるとはいえないが、複雑なケースでないかぎ、り問題解決の活動をする、⑤深刻化・多様化する

児護福祉問題に対応できない、などの開題にあるが、 「児重委員活動は、ややもすると、民生委員

活動のかげに揺れがちなものとなっているj ことも軽視できないであろう。このことは、青森県の

平成9年度分揮生省報告「民生委員(先輩委員〉の活動状況Jに良く見られるので、間報告から作

成して参考までに次記示して噴きたい。なお膏森県の民生委員・児童委員定数は3，383名で、その

中に主任児童委員241名を合んでい

.問題別相談ー指導件数(平成9年年度中)

民生委員 {再調)主任児議委員

地域福祉・在宅崩祉 71，127 497 

家 接 関 集 17，116 545 

住 居 8，211 99 

提康 保糧法療 52.710 515 

仕 事 9，430 122 

生 話 費 21，137 194 

主ド 金 保 験 8.059 46 

非行・養護・健全育成 18，713 4.539 

空. 活 環 境 19.867 621 

そ の 他 79.107 1，720 

計 305，477 8.898 

-関係制度別相談・指導件数〈平成9年年度中〉

民生委員 〈再掲)主任児童委員

活 保 議 33.842 56 

老 人 福 主主 117，261 401 

身体障害者福祉 17352 127 

精神薄弱者福祉 5.710 126 

児 議 福 社 23.927 4，900 

母子 父子福祉 11.718 613 

老 人 保 健 18，854 149 

母 子 保 健 5.119 526 

構 神 保 健 3，178 89 

生活福社資金・その他の援護資金 10.248 .9 

そ の 能 58，268 1.842 

計 305，477 8，8号8
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.その他の活動件数(平成9年年度中)

民生委員 (再掲)主任児童委員

調 査 52，874 848 

証 明 事 務 10，566 150 

施設・団体・公的機関との連絡 74，233 3，295 

友愛訪問・安否確認のための訪問 103，760 6，851 

.活動日数 295，476 11，890 

.訪問回数 401，220 6，218 

ここに明らかなように、 「生活保護世帯の生活福祉資金の貸し付けや独居老人の世話など民生委

員の仕事の方が大変忙しいJ(傍点筆者) ('92.12.5厚生福祉)。ちなみに、 「民生委員の役割とし

ては、社会調査、相談、情報提供、連絡通報、調整、支援態勢づくり、意見具申という 7つがあげ

られる」。このために主任児童委員を新設し、児童委員活動を強化しようとしたのである。そして

民生委員・児童委員の中から指名され、児童福祉に関する事項を専門的に担当する主任児童委員の

選任に当たっては、 「児童福祉に関する理解と熱意があり、児童福祉に関わる専門的な知識・経験

をもち、地域における児童健全育成活動の中心となり、積極的な活動が期待できる人を選ぶよう、

厚生労働省から通知が出」ている。具体的には「たとえば保育士や教員としての経験がある人や、

保健師、看護士などの資格のある人、子ども会やPTA活動などを積極的に行っている人などが選

出J(児童委員活動の手引き30)~) されている。

主任児童委員の使命と役割が、 「児童福祉に関する事項を専門的に担当する」ことにあることは

先に触れたところである。 i児童福祉に関する事項」とは、 「児童福祉等に関する機関・団体と連

絡調整を行い、区域担当児童委員の活動への援助及び協力を行」うことである。具体的には、①関

係機関・団体、施設等との連絡(。児童相談所、福祉事務所〔家庭児童相談室〕、市区町村行政、

地域子育て支援センタ一、保健所・保健センタ一、医療機関、消防署、警察等の関係機関 。学校

等教育関係機関 。児童福祉施設 。児童福祉や児童健全育成に関わる地域の組織・団体〔子ども

会、母親クラブ、母子・父子会、当事者組織・団体、などJ) ②区域担当児童委員への援助活動(。

区域担当児童委員が担当する区域内において行う活動に対し、必要な援助や協力を行います。) ③ 

援助を必要とする子どもや子育て家庭、及び児童健全育成への支援(。支援を必要とする子どもや

子育て家庭、及び児童健全育成のための多様な支援を、区域担当児童委員と連携して進めます。特

に主任児童委員は、関係機関・団体等との連携に配慮し、必要な社会福祉及びその他の社会資源の

提供を図ります。) ④意見具申(。子どもの権利が著しく侵害されていたり、子どもにとって好ま

しくない環境がある場合等について、関係行政機関等への連絡通報や意見具申を行います。) ⑤民

生委員としての活動(。主任児童委員は、民生委員としての活動については制度の周知徹底等を行

うにとどめ、必要があれば区域担当民生委員に連絡します。)など 5つの使命と役割がある。この

5つの具体的な主任児童委員の使命と役割は、青森県児童家庭課の「主任児童委員設置運営要綱(児

童福祉法)に定める業務(青森県児童家庭課資料)Jによって、今、我々の研究課題である地域にお

ける主任児童委員の活動」の視点に立って整理すると、次の二つに「まとめ」ることができょう。

( 1 )児童福祉関係機関と地区を担当する児童委員との連絡調整及び児童委員と一体となった活

動(①家庭環境、社会環境の情報収集 ②地域ぐるみで行う子育て活動の啓発の企画及び活動の中

心的な役割 ③児童健全育成活動や母子保健活動の推進)
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(2 )例えば、指待されている児童等の発見、実情把握など児童委員の活動への披助、協力 J

ここに雷う r( 1 ) Jの f兇童福祉関係機関と地区を担当する克童委員との連結調整及び児議委員

と一体となった活動j は、その具捧的な活動内容「①家賠環境、社会環境の情報収集 @地域ぐる

みで行う子脊て活動の啓発の企耐及び活動の中心的な役割 ③兜輩健全育成活動や母子保薩活動の

推進Jから容易に理解できるように、より具体的には「児童福祉関努機関・施設とり連絡・調整を

図りながら、地匹担当 と一体となって児麓の護全脊成、子育ての支援を行うj ことを指し、

r (2) Jのf見議委員の活動への援助、協力j は、 「虐待されている児童等の発見、実情把握などJ

られるように、 「地区担当先輩委員に披助、協力して児童の{間関援助活動を行うj ことを意味

している。このことは、青奈県民生委員児童委員協議会青森県健康福祉部党童家庭操編集 F主任児

童委員活動記緑集Jに次のように記述されていることから捺易に知ることができょう。

f主任児議委員の主たる活動は、児童福祉関係機関・施設との連絡 e調整を凶りながち、地区担

当児童委員と一体となって児童の健全育成、子青ての支援を行うとともに、地里担当児童委員

場、協力して児童の個別援助活動を行うことにあるけ

とすれば、主任児童委員の主たる活動としての使命と役割辻、大きく f克童の健全育成、子育て

の支援」と f児童の個別援助活動」などの二つにあると考えても良いと思われる。

しかしながら、主在児童委員の配壁を提言した平成4年11月21日付の全国民生委員児童委員協

議会 F先輩委員活動の活性北そめざして一児童委員問題研究会中間報告~ ~之、「児童委員活動の現

状と問題点Jとして、 「このような状凱変化に浮い、子育ては、錨々の家胞内の問題としてだけで

なく、社会全体での支援そ検討しなければならない課題となってきているJと指摘した上で、 「近

年では、一般家庭の子育てを支援し、地域における児章健全育成活動の中心になる者として期待が

まっているJと強調して、主任児童委員の配置によるその積極的活用を図る必要があると提案し

ていること、そして、 f児童指待や不登校、非行、育児不安などの課題を抱える親子を、地域でど

う支援していくかが、大きな社会問組となってきていJ(W児童委員、主任児童委員が、課題を抱え

る親子を支えるための活動ヒント集~ )る現状などから、ここでは、先輩の健全育成のための子育

て支援を中心にして地域における主任児童委員の活動を考察して見るものでるる。

皿 主在克童委員活動の専門性

我々の第二の問題は、地域における主任児麓委員の活動の専門性に関することである。主任児童

委員が f深刻化・多様イとする児難語社問題に対志Jするために、地区の児議委員と共立新たに地域

の児童補社問題「児童福註に関する事項Jを「専門的にJ担議する「児護福祉の担い手Jとして配

置されたことは既に触れたところである。その先議委員の活動件寄せに主任児童委員が、今日的な諜

として関われていることは、必ずしも 的な援勃技術があるとはいえないが、複雑なケース

でないかぎり問題解決の活動をする」ためにJ必要な援助技能の f研修を行う機会Jをどのようにし

て与えるか、と苦うことである。児童委員問題研究会も、平成4年11月21日の f中関報告Jの中

で、これからの「児童委員活動の活性化Jをめざすために、 「主任児議委員に対しては、

員大学』のような高度の研修を行う機会を与えるよう配感すべきであるJと提詳している。それは、

主荏児童委員が「児童福社分野での経験が豊官な民生委員・児童委員のなかから選出されるj こと

になっているからであろう。しかも、主在史意委員は、 「行政の児議関連サーピスなどに不髄があ
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つ 自治体に改善を申し入れるオンブズマンの役目も担うJ(平成4)年12月6日付「厚生

福社J) ことが期待されているのである。その後、主在先輩委員の業務は、平成13(2001)年11月

の児童話校法一部改正で、 f(主託児童委員誌、〉児童委員の蟻務について、児童の福祉に関する機

関と児童委員との連絡謂整を行うとともに、完童委員の活動に対する援助及び協力を行うj と法定

化されたが、地域の「児童の福祉Jに f専門的に」担当する「職務Jであることは間違いがないで

あろう。このことは、同一部改正で、 「従来、主任児童委員は都道府県知事(指定都市及び中核市

の長 の誰薦を受けて!草生労働大臣が委嘱していたが、大臣が児童委員のうちから指名する

こととされたことJから容易に理解することができよう。厚生労働大臣の「委嬬Jから f指名する」

主在児輩委員の業務の法定fとは、 f7菜刻化・多様化する児護福祉揖題に対~J するためには、 「児

童福祉に関する事項j を「専門的に担当するj 主在克童委員の額極的な活用〈活動〉そ罷る J必要が

ある れたのである。そのために、平成4(1992)年12月5日付の「厚生福祉j によれば、 fy宅

の平均年齢がおよそ六十織と高齢であるのに対し、主任児童委員は『四十議代ぐらいまでの

若い世代』で、元保母(保育士)など r子育てに豊富な知識や経験を持つ人』を採用Jすることに

なるだろうと伝えている。主在先輩委員は、地域の f兜輩の福祉Jないし「児童福祉に関する事項」

る揺社の専門醸〈揺社蟻〉である。ミラーソンは、組社識の求められる専門性について、

fφとくに親や家庭から分離された兜童を車縁者でない職員によって心身の韓全な発達を援助する、

とその親のもつ問題の解決と告立支援の援勃過恕に対して専門職員としての人間的かかわり

をベースに専門的援助が牒閲されるJなど二つの資質を挙げて「専門的な援助技術j の必要性を求

めている。そして専門職の概念を「専門職とは、主観的にも客観的にも相応の職業上の地位が認め

られ、一定の研究領域安もち、専門的な8J11練と教育老級て固有の職務を行う、比較的地位が高い、

肉体的職場;こ屠する職業で為るj と規定してい して専門職の特性として、 f①専門職は、

にもとづいた技術そもつこと、@一定の教育器11練が必要であること、@専門職になる

めには、一定の試験に合格して能力が実証されねばなら今いこと、三島専門職は、その行動讃領によ

って統一性が保たれること、⑤専門職は、公共の裕社に連なるサービスを目的とすること、

職は、組織化されていることJなどの6点を挙げている。主任児童委員は、 「マンパワーの質(対

応の質川、即ち f専門知識、専門技術を熟知し、それを適材適所に駆視でぢる能力、いわば諸援助

技諦そ fこなす能力』が関われてj いるのである(吉沢英子・小館静枝問氏)。児童福祉における

援場技術〈ソーシャルワーク〉は、 f(ソーシャ)!.--ワークは、)f国々の技箭そのものであるというよ

りも、技術を含む(または技術そ行使する〉援拐の捧系というべきものである〈大島信氏)J もの

であるからである。なお、 「社会福祉援助技術を一般にソーシャルワークと呼J (中村優一・秋山

智久両氏)んでいる。社会福祉(児童福祉)における「援助の体系Jとしての「援助の原則j 及び

「ソーシャルワーク〈社会補祉援助技術)J を、大島{有氏から学んで「地域における子育て支援と

主住先輩委員の活動(野口役名議議レジメ)Jから今、ここに示すと次の通りである。

援助の諒期一+社会話主主援助において重要な療問

i )自己覚知→援助者が吉分の倍人的な性格や伍僅観の編りを知る。

紅)個別化→人間は推でも一人の人間として扱われたいというニード〈設求・要求〉をもっ。

出)クライエント(利用者)の言動の煙解→人間の行動や言葉、態度等には、全てに意味が為

るという前提からこの原則はでてくる。
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金ソーシャルワーク(社会福祉援助技術)の種類

i )ケースワ…ク(個別援助技術)→一人ひとりのクライエント(利用者)相手に援助をして

いくことである。

設)グループワーク(集盟援助技術)→お互いに相手の顔と名前が一致することが可能な程農

の小集団において、さまざまなプログラム活動を行い、ぞれを過してメンバーの抱える問題

を解決し成長していこうとするものである。

出)コミュニティワーク(地域援助技第〉→上のニつが、それぞ、れクライエント(利用者〉個

入や、集団に焦点を当てるものであったのに対して、これは、地域に焦点を当てていこうと

するものである。

iv)その他の方法

・ソーシャル・アクシ主ン(社会活動法〉

-ソーシャ)V• ウェルブエア・リサーチ(社会福社説査)

・ソーシャ)V• ウェルフェア・アドミニストレーション〈社会福祉運営管理〉

・ソーシャル・プランニング(社会福祉計闘)J 

・小館静枝両氏は、 「児童家庭福祉に携わる専門職者の条詐として望ましいとされる内

について、次の4つの能力を挙げている。それは、主託児童委員の「マンパワーの質(対応の

質)Jにかかわる重要な能力でもあるので、やや長文に渡るがここに号i足して置きたい。

日①社会のメカニズムの理解と、それに影響を受ける心理的な動きを観療できる能力、加えて、そ

の現象(行動〉を理論的根拠の裏づけをもって分析、判断できる能力。 ・正しい実践を導き出

すための科学を身につけ、実践から理論へ、そしてその理論を実践に結びつけていく楽勢が必

要でるる。たえず実践によって実証でき、修正できる柔軟性を心すること。

争社会的視座かも、物事の正否の事l断ができること、社会的不正いわば差別に対するセンシティ

ビイチイを発揮する能力。 ・専門性を強調するあまり、狭い視野からの判断になりがちである。

常に敏感に社会の動きをはじめとし情報を採取する能力があること。

③実践を的確に行える専門技術を駆使できる能力、その前に適切な状況判断によって専門技第の

用い方を配患できる能力。.人間は、状況によって態度表現に教妙な変化がある。講気も誤診

によって投薬を間違えれば死に至ることがあると同様に技簡の思開過程につまずきがあれば、

告頼関係はおろかかえって問題を涼めてしまう場合が為ることをJむしておかなければならないo

e錨儲観として、共生社会の一員としての立場を尊重し、実在する人間に対し龍接かかわりをも
っていく過程で自らの仕事(職員として)の特別な意味を見出していくことのできる能力。

つねに相手{子ども、親、等〉から学ぶ喜びを味わえること、人間存在の独自性や一過性の意

味を深め、自己への関いかけの姿勢を保持していること。j

今日、児童福社の関題は、「いじめいじめ自殺児叢鹿待家境内暴力校内暴力」

登校Jなどの児童をめぐる生育状況に見られるように、議々深刻化し多様化している。その意味で、

どものかかえる問題は、複雑・深刻北しており、必要な専門知識と高度な技術を駆捜した質の

いサービスを求める時代に変ってきている〈吉沢英子小館静枝両氏)Jのである。それはJ社会揺

祉の開題が、単独で発生することはほとんどなしりしJ多くは家族を轄に接合的に発生してくるJ

かちであり Jその接合性を総合的にとらえて対~しようとするのが、社会福祉の実践体系における
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新しい流れの一つである(大塚達雄氏)Jからでもある。主任児童委員は、深刻化・多様化する児

童の福祉問題に、そして新しい児童福祉の実践の流れに対応するために、福祉職として専門的援助

技術が求められる所以である。全国民生委員児童委員協議会も『児童委員活動の活性化をめざして

-児童委員問題研究会中間報告(平成4年11月21日)-Jlの中で、「主任児童委員に対しては、『児

童委員大学』のような高度の研修を行う機会を与えるよう配慮すべきである」と積極的に提言して

いることは、先に触れたところである。

この主任児童委員の今日的な「高度の研修」の一つに、「平成14年コザ児相主任児童委員研修」

が挙げられる。この「平成14年コザ、児相主任児童委員研修」は、国立療養所琉球病院の後藤健治

氏が、「虐待された子供たちの心理と治療、ケアについて」と題して、「虐待された子供たちの心理

と治療」の視点から主任児童委員の「虐待された子供たち」への「ケア」について、より具体的に

は社会福祉援助技術の一方法としてのケアマネジメント(介護等支援サービス)ないしケアワーク

(介護技術)の問題について、 11.虐待された子供たちの言葉」、 12. 問題行動が起こるメカニズ

ム」、 13. PTSDとは」、 14. 思春期の問題 (PTSDを中心に)の治療」、 15. 虐待例のPT

SD~多機関の連携が必要~J 、 16. これから必要なもの」、 17. 追補 虐待された子供達をケア

する上での留意点」の 7つの研修内容を設定して具体的な症例を示しながら講義を展開しているも

ので、極めて教示に富んだ意義深い「高度の研修」となっている。そこでこの主任児童委員の今日

的な「高度の研修」内容のーっとして、後藤健治氏の「平成14年コザ児相主任児童委員研修講義

資料-虐待された子供たちの心理と治療、ケアについて」から学んでやや長文に渡るが、 「虐待さ

れた子供たちの心理と行動」、 「思春期の問題としてのPTSDJ、 「虐待された子供たちへの援助

技術(ケア・ケアマネジメント・ケアワーク)J の三つの視点からこの研修内容について紹介し学

んで見ることにしたい。

• (1)虐待された子供たちの心理と行動

Il. 虐待された子供たちの言葉。

『先生もいつか僕を殴るんでしょうJl W将来に一点の光も見えないJl

『どうせ僕なんかいないほうがいいんだJl W (謝ったって)許してもらえることは絶対ない』

幼少時親から暴力的、心理的、性的に虐待された思春期の子供たちに共通する特徴は

①自己評価が低い。 ②一方的な暴力的解決しかイメージできない。

③相手の自分に対する評価を極端に気にする。(その結果過度にいい子を演じようとする)。

④相手の自分に対する誠意を試そうとする。(自傷行為、一部の非行)

症例 1 14歳男児、父親からの暴力的虐待。~どんなにしても殴られつづけたJl という。

謝って許してもらうことは『そんなことはありえない』と否定する。~あやまって許される、

その場が治まる』ことを体験していない。自分が不利な状況になるとパニックを起こし、同級

生に暴力をふるった。」

12. 問題行動が起こるメカニズム

①幼少期の虐待のため、 『ここにただ生きていていいんだ、』という安定の欲求が満たされず、

常に全面的に生きる価値を否定されるような不安の中で生きている。

②自己評価が低く、自分をサポートしてくれる相手に気に入られつづけるために『一方的に我

慢していい子を演じつづける』パターンと、相手が全面的に受入れてくれないときの急激な
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不安とパニック

③『謝って解決するJ、 『話し合いで解決するJ、 f五分五分のいたみ分け』というイメー

自体が理解できず、 トラブルの解決は一方的に我慢するか暴力的なものしかみりえないと

っている O

にはべったり依存し、少しでも④サポートする

クとなり、自

ーンとなるo

トラブルを(半ば無意識に)起こして『相手を試そうと

e女の子は自傷、 の形のパニックが多い。

症例2 1 ちの暴力的虐待および父親の母親への暴力を目撃してき

うまく行かないとすぐに全部的に期間(学校や病院、親など)のせいにするか、 『どうせ自分

なんか生きていてもしょうがないんだ、Jと握端に自分を賓める。一方的に我慢するのが限界に

なると、感信のコントローんがつかなくなりパニックを超こす。遊び友達そパット・(2)思春期の問題としてのPTSDの問題
i3. PTSDと

①心的外協後ストレス障害の轄。精神的なシ三ツクで外蕩〈トラウマ〉が生じ、タ車場時の状況

に似た状況でパニックを記こす。パニックのために結果的に社会連誌がしζくくなる。

などの

と抑うつ。これらを紛らわすためにA

B 特定の人間関係、 C 仲間、病院など

あらわれる。

ア)vコ-)v、ギャンブん
し、外見上は様々な

症例 3 14歳女児、性的虐待。下の兄弟に対する暴力、人が多い状況で過呼吸発作を起こ

してしまう。気分が激しく変動し、一時的に『死にたいJとま

の男性に無防備に接近し、べったり依存しようとする。J

i4. の問題 (PTSDを中心に)の治療

込む。かなり年上

ミだけで治る可能性が高い』。 る可能性がある。よくなること

る。

ていて良かった~， u心から安心できる環境を体験したJ、 『本当に自分のことを考え

てくれる大人に出会ったJという、無条件のサポート

トをしながち、間違ったパターン〈パニックや入を試す自傷行為など)を修正していく o

どを突っ込んで開くことはしない。(もし自覚できても受け

い〉。

としてうつの薬などを利用し

てこれまでつらかったことを穴埋めするJ機会

とか社会に適rr;して、いろいろな実擦の

つ

抑うつや不安は消失する。

し、 ?いい経験をし

に Fいろいろ

症例4 12歳男児、父親からの暴力的虐待および上級生からのいじめによる一年以上の不

登校。家から外に出られない。(自分から離れようとすると)母親に対する暴力、感情のコン

ト口一ルがつかない激しいパニック(大暴れ)を起こす。母親とともに開放病棟に入院とし、

10 
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病棟で徹底的にサポートした。母親役、父親役の看護スタッフ、作業療法士、心理療法士、ケ

ースワーカーなどでチームを作り毎週カンファレンスをしながらチームで治療にあたった。父

親役の看護士は2人で釣りに出かけたり、かなり重点的に関わった。最初父親に似た患者を見

て部屋から出られず、 トイレにもいけなくなった。 3ヶ月の入院でパニックはすっかり落ち着

き、 『退院を名残惜しむ』、 『将来看護士になりたい』というまで病棟で落ち着くことができ

た。その後は情緒障害学級所属、普通学級登校で中学の一学期は50日登校した。」

• (3)虐待された子供たちへの援助技術の問題

15. 虐待例のケアマネジメント ~多機関の連携、ネットワークが必要

①虐待を受けた環境からできるだけ離す。(児相の一時保護、養護施設入所、自立訓練施設、

病院への入院、精神障害者の社会復帰施設、親戚への転居など)

②本人をサポートできる親族や関係者(キーパーソン)がいる場合はケースはそのキーパーソ

ンを中心に支援体制を作る。(親のカウセリング、保健所、福祉事務所、女性相談所、警察

のサポートセンターなど)

③本人をサポートできるキーパーソンがいない(または不十分な)場合は一時入院して病棟で

のサポートを検討する。

④入院した場合は、退院後本人をサポートする体制を入院中から準備する。(学校、青少年セ

ンター、児相、民間の施設など)

⑤継続して本人及び親をサポートできる機関、フォローできる地域の人を確保する。(保健婦、

理解のある親族、民生委員など)

症例3の母親はネグレクト(子供を放置して何日も帰ってこない)のケース。児相、保健所、

病院、教育相談員、学校、養護教諭などの連携で母親(心因反応)は精神科病棟に入院、症例

3の女児は一時保護から親戚方へ、下の兄弟は一時保護から養護施設に入所した。」

16. これから必要なもの

①家に居られないケースの病院以外の入所型の治療・リハビリ施設。

②通える思春期の居場所となる空間。時間外や休日も含む。支援センターの利用。

③PTSDなど当事者の自助会。

④親の自助会。

⑤各行政機関の役割分担、臨機の協力体制と連携。」

17. 追補 虐待された子供達をケアする上での留意点

①初対面の大人を信用することはありえない。本当のことを言わない。

どんな大人も、まずは『自分を痛めつける相手で、なしリことが確信できるまでは信用しな

い。当然、よほど信用しない限り『本当のことは言わない』と考えるべきである。だから初

対面の相手に『虐待が無い』と本人が言っても、虐待が無いと考えるべきではない。 w話し

たことが虐待している親などに伝わると余計にひどい目にあう』ことをまず恐れる。本人が

信用できる大人から情報を得てはじめて事実確認と考えるべきである。

②暴力的な表現や発想を道義的に非難しない。

虐待の中で育った子供達は、暴力を日常の当たり前のこととして見聞きし、極端には『暴

力的なパターンだけしか問題解決の道がない』状況で過ごしてきた。そのためちょっとした
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表現や発想が暴力的になるのは当祭で、ぞれを道義的に非難しては信頼関係は構築できないo

fイヤなことが出来ない』ことを fわがままJIと誌別する。

虐待の中で育つと、 『理不尽な強制をただ耐え忍ぶJことと、 『全面的に受け入れられるJ

ことの両極端のものの考え方しかできなくなる。そのため、 『少しでもイヤなことに耐える

ことは、虐待されている状況と等しいJI、『イヤなことであっても、そこをがまんすれば、

結果として人生にプラスになる』ことを想像できない。その結果として、(イヤなこと

くしないのに)信用した相手には全面的に甘えるため一見 fわがまま』とうつる行動に出る。

これはわがままとは違い、 ?必要な我理、イヤなことを乗り越えての或果』という発想自体

が無いことの表れであることを理解する必要がある。

ほど宿頼関係が出来てかちでないと、注意や叱責が裏目に出て全く効果がない。

した相手から、〈当然のことでも〉ちょっとでも注意や叱責されると、 f自分は生き

ていない法うが良い』、 fこの棺手も自分を鹿待する』ととたんに萎績し、態度が一変する。

くの場合詰躍できなくなり、叱られた相手との関係安物理的に本人のほうから絶ってしま

う。(学校に行かない、家出するなど)。結果としてサポートしてくれている人との関係が純

たれるのがもっとも問題。この基本的な世間に対する不信感と、萎縮しやすいもろさを理解

しないで、感情的に叱責したり『悪いことは惑いJと注意する態度をとる限り、虐待された

を開かせ、理解することは困難である。」

⑥はじめは叱粛する役と、サポートする役を物理的に分ける。

め、ある程度信頼関係ができるまでは、 f怒り役~を 73 IJ に用意し、サポー

ト役と分担とする。サポート役との信頼関係がしっかりしてきたも、少しずつ fこの入には

怒られでも見捨てられない』という体験をさせて行く。こうして f怒ちれることも虐待と違

って自分のためになるiということが誌っきりと実感されてはじめて本人を F叱るJことが

有効になる。j

このよう

いての

め、非行、

に対する、極めて今ヨ的な「虐待された子供たちJへの「ケアJにつ

が象徴的に示しているよう ζ、今司の急激な社会の変化に起因する、いじ

ひきこもりなどの児童問題、更には育児・子育て不安、子育て相談などの家

定問題を、単に個々の家庭問題としてではなく地域社会全体の問題としてその解決を支援してい

くためには、主任児麓委員の「高度の研修」は必要不可欠であろう。このことは、例えば長野市

吏北地区における主任児童委員の活動(平成16年4月1日現在)に、 fφ民児協(民生児童委

員協議会)の定例会、研修会などに参加する。j、 「主任児童委員会の研修会に参加する。j と、

次のように主校児議委員の民児協児童福祉部会に所濡して f研{彦会への参加Jを義務づけて、主

{壬児童委員の資質の向上を摺っていることからも容易に理解することができるであろう。

4 について

也氏克協〈民生児議委員協議会〉の定例会、研{彦会などに参加する。

に所員する。

③学校等の訪問〈謀背盟5圏・幼稚関3盟・小学校4校・中学校2校・高等学校1校)を行う。

④地域における児童話社に関する関体、施設、学校等との連絡調整、協議及び関係会議への参

画をする。
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⑤主詮見議委員会の研諺会に参加する。

⑤会長と連絡をとりながら、区域担当克童委員と橿別援助に関わる。J

そして主任児議委員会の相談内容からの活動について、次の4つの問題を挙げている。

i 5 相談内省から

①子育ての問題及び相談・児意虐待、験、親子のコミュニケ…ションなど

②家接関係・家捷環境の問題 ・家族構成の変色

③不登校にかかわる開題

多障害児の問題J(以上「更北地区民生先輩協議会の紹介j から〉

なお、横須賀市の f平成11年度 民生委員児童委員活動報告Jから主任児童委員の活動状況を

指導件数で見ると、次のようになっている。

「.問題別相談・指導件数

l 地域福祉在宅嶺社 136 I家族関係 4 

.その砲の活動件数

証明事務等

諸会合・行事への捗加

15 I非汗義護欝全育成

15 

464 

29 I 施設団体公的機関との連総

2.354 I友愛訪問安吾確認のための訪関
メ=、
口

20 

4 

638 

1，269 

166 

3，818 

これら「平成14年当ザ兇和主怪児童委員研修講義資料Jや平成16年4月l日現在の「長野市吏

北地区民生児童協議会の紹介J、更には横須賀市「平成11年度 民生委員児議委員活動報告」の主

任児童委員会の活動が示唆しているように、 「児麗福祉に関する事項」を「導内的に控当するj 主

任児童委員の重要な能力である fマンパワーの質(対応の質)J、より具体的には社会話社援助技衝

の一方法としてのケアマネジメント(介護等支援サ…ピス〉ないしケアワーク〈分譲技第〉の質を

いかにして高めるかが関bれているのである。

W 主任克童委員の地域における子育て支援活動

第三の問題は、主任児態勢貝の主たる活動としての子育て支援である。主任児童委員の地域にお

ける子育て支援は、具体的には、児童の健全育成や f蛇麓婦、ひとり親家寵Jへの f家庭相談援場j

などの f児童委員の活動に対する援助及び協力Jを通して f健やかに子どもそ生み背てる地域づく

りj の問題である。と苦うのは、地域においては、都市化、核家族北、女性の社会参加、少子化の

進行などによって、家族のあり方も養護の方法も変り、しかも親が子どもと接触する時間が少ない

ために、子どもの成長発達に必要な保護と教育・保育ができなくなってきているからである。この

ことは、平成10年11月17日(水)に福島市の「ホテル探楽Jで行われた平成10年度協島県主任児童

議員研修会において、兼子芳久(福島県保健福祉部児麗家庭課児童健全育成担当主査)氏が「少子

化進行の背景j のーっとして f晩婚化・葬婚化が進む塑出jの中で、女性の仕事として f子育てに

対する負担惑の増大j などを次のように挙げていることかち容易に理解できるであろう。
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ro結婚・出産の目的や必然性の変化
。女性の高学歴化・社会進出の増加と機会費用の増大

O仕事と子育ての両立の国難さ

。育児・教青に伴う金銭的負担の増加 (97年震国民生活選好度調査)

O子どもを生み膏てることの f諸費財』的{話題(投資的より)

。子育てに対する負担感の増大〈女の仕事)J(r福社施策の動向~少子社会への対応'"'-'J) 

して兼子芳久氏は、 「少子化がもたちす影響j として、この主任克議委員研移会においてr( 1 ) 

経済全般に対する影響」、内2)社会保開等の公的諸制慶への影響Jと共立、 「家族のスタイルの変

化と子どもの健やかな成長に対する影響Jを挙げて、この「少子社会への対応j こそ主託児童委員

の取り組み(rうつくしま子どもブラシ(平成7年3丹)Jの策定)であると強調している。それは、

クルの育成など小回りの利く地域の中の多様な子育て支披の整備である。子育てサーク

ルとは、 「子育て中の母親等を中心として、情報交換、親子の交流などを行っている自主組織Jで

ある。この子育てサークんの育成の必要性については、青森県においても平成10年10月4日(日)

ζf弘前市学習センタ-J において開催された、平成10年度第2田子膏てサークル推進大会

笹子青てサークル推進大会実行委員会・青森県〉のテーマ「フレッシュ イン 子育てJ(開催要綱)

の中で、 「県内の子育てサ…クんの青成を推進し、今後の活動の活性{とを留るため、果内

サークル会員が一堂に会し、活動成果の発表を行うとともに、今後の発展についてともに考えていく

機運を醸成するため子脊てサークル活動推進大会を関擢するものです」と次のように強調している。

「近年の核家族化、都市化の進展等により、子育てに関する知識、経験の伝承が不足している中

で、地域にお 中の母親による自主的なサークルが結成されています。 ク )v~立、

母親同士の惜報交換の場として、育児不安やストレスの解消に効果があるといわれていることから、

今後とも活動を支議していく必要があると考えられ

この「母親の青児不安やストレスの解消に効果があ クルへの支援は、地域での子

育てネットワークの中核として、いかに必要且つ重要であるかが考えられているのであ

味では、今求められている主任児童委員の職務{活動〉は、家庭や地域の養育機能の抵下を踏まえ

て、 「家庭に対する地域の子育て支援のためのサポート・システムj を構築することでもおる。こ

のことは、平成6(1994)年12月16日のエ ン「今後の子育て支援のため

方向についてJも、子育て支援のための基本的視点;ごついて、 ?家庭における子育てを支援する

め、あらゆる社会の構成メンバーが協力していくシステムを構築します」と次の三点を提案してい

ることからも知れるであろう。

「子一育て支援のための基本的視点

①子どもそ持ちたい入が、安心して出産や育児ができるような環境を整備しま

金家庭における子育てを支援するため、あらゆる社会の構成メンバーが協力していくシステム

を構築しま

@子育て支援の施築の中では、子どもの利益が最大接尊重されるようとしま

子育て支援とは、子育て七ンタ一実践研究会縦 F子育て支援実接報告61Jlによれば、「子膏てを

支援すると古うことは、子育てしている親が子育てをしやすくしていくと言うことで、親支援で為

り、家庭支機であるんとすれば、子育て支援とは、具体的には「親支援であり、家庭支援であ
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ことを意味している。子育て支援としての親支援とは、親が子育ての力をつけるように支えること

で、家庭支援とは、親の立場に立って家庭を擁護するために、 「関孫機関と連絡をとったり、ボラ

ンティアを活用したり、地域をつくりながらj家庭を支援していくことを意味している(子膏てセ

ンタ一実践研究会〉。青森県民生委員児童委員協議会青森県健康福社部完童家賠課編集

委員活動記録集』は、児童を敢り巻く地域の現状について、 f近年、…子どもと家庭を取り巻く環

境が大きく変化し…子脊てに不安を抱く親が増えているj と次のように指指してい

「近年、少子イとの進行と併せ、核家族化や都甫化の進行、女性の社会参加の培加など、子どもと

家庭を取り巻く環境が大きく変化してきている。少子化によ号、子ども同士のふれあいが減少し、

どもの自主性や社会性が育ちにくくなっている。また、核家族化等により、地域や家毘で子ども

の養育機能が抵下してきていることから、子育てに不安を抱く続が増えている。j

地域において「健やかに子どもを生み育てる環境づくりjが緊急且つ重要な課題となっているの

である。

今、最近の何とも捕ましい親がわが子を子が親を、そして克が妹を殺害するという家庭の崩壊が

匙慎される状況の中で、 「子育てと必要な様しい地域作り」が日本の社会全体の大きな課題になっ

ている。何故なら、子育ての第一義的責任は親にあるにしても、地域は、 「子どもを社会の存続の

ための A員として巣立たせるため」に、読のそして「家誌における子育てに対しての責任を担わな

ければならないパ子育てセンタ…実践研究会)からである。 r育てるい、育ちあいが難しくなって

きている現f-tJの「今、子どもや子育て家建が抱えている課題Jについて、 f児童委員、主荘児童
委員が、課題を抱える親子を支えるための活動ヒント集(児童委員活験の手引き31)~ (社会福祉法

人全国社会話祉協議会全国民生委員児童委員連合会〉は、 「子どもと子育てをする親をめぐる現状j

について次の4つの現代的な課題を指捕している。

の第一は、 「現代は、子どもたちを取り巻く環境が一段と厳しさ しており、一-一・その結果、

深刻な育児不安や「歪んだ、j 子育て、さらには子どもにとって育ちにくい社会への変容につながり、

児童岩待や子どもによる犯罪など深軒な事件に結びついている」ことである。

「平成同年8月に厚生労織省が発表した F社会連帯による次世代育成支援に向けて』では、

代は、子どもたちを敢り巻く環境が一段と殺しさを増しており、核家族{との進行、就労環境の変化、

近隣関係の希薄fとなどを背景に、家産や地域における子育て力の抵下は著しく、殺の育克負担感の

増大などが生じているとしています。そして、その結果、深刻な育児不安や「歪んだJ子膏て、さ

らには子どもにとって育ちにくい社会への変容につながり、児童虐待や子どもによるは犯罪など深

刻な事件に結びついているとの指摘もあるとしてい

家賠や地域における子青て力の低下や親の育児負担感の増大などが、深刻な育史不安や「歪んだ、」

子育てを生じて、克童虐待や子どもによるは犯罪など深刻な事件に結びついていると指摘している。

どもと子育てをする毅をめぐる現状の第二の問題は、 「近隣との助け合いネットワークが昌然

と形作られることは閤難となってきており、育児が謀立イヒし、その負担は親、特に母親一人に重く

のしかかってきている」ことであ

fかつて子育ては、父母だけで担うものではなく、地縁・血縁型のネットワークによって支えら

れていました。父母が忙しいときは担父母が子どもの世話をする、家族内で解決が難しいときには

近所の入が子育てを手伝うといった、 fご近所』と一緒に助け合いながら共に子どもを育てること

~ 15 



地域における主在克童委員の活動

がごく自然に行われていました。しかし、核家族化や都市化などの彰響により、こうした近隣との

助け合いネットワークが自然と形作ちれることは困難となってきており、脊児が孤立化し、その負

担は親、特に母親一人に重くのしかかってきているのが現状だといわれています。J

青児が孤立化し、その負担は説、特に母親一入に重くのしかかってきている子脊ての現状の中で、

子育てのための近欝との助け合いネットワークをどう支援しているかが求められているのである。

問題は、 「学校という場以外での地域社会における……子ども関士の育ちあいの関保や地

域の大人と子どもとの人間関保も失われつつある」ことである。

fまた、兄弟の数が減り、塾や習い事に追われる子どもたちは、学校という場以外での地域社会

における子ども同士の遊びゃ生活経験む場が持ちにくくなり、子ども関士の育ちあいの関係や地域

の大人と子どもとの人間関保も央われつつあるとの指描もあり

学校以外での地域社会における子ども同士の遊びゃ地域の大人と子どもとの生活経験の場が持ち

にくくなっているのである。

第四辻、 「児童虐待や不登校、非行、青史不安などの課題を抱える親子を、地域でどう支援して

いくかが、大きな社会問題となってきてJいることである。

fまた、全開の児童相談所における児章虐待相談処理件数は、平成16年度32.979件(速報値)

と、完童虐待防止法が接行された平成1 07.725件)と比較して約2倍近くに増えています

(厚生労犠省調べ)。不登校児童についても、全国の小学校の42.5%、中学校の84.4%に f不登校見

童が在籍』している(平成16年度文部科学省調べ)となっています。このような現状から、

虐待や不登校、非行、膏児不安などの課題を抱える親子を、地域でどう支援していくかが、大きな

社会需題となってきています。J

主任児意義員が、児議委員と共に「育てあい、育ちあいが難しくなってきている現代Jにおいて、

f今、子どもや子膏て家庭が抱えている課題j について「どのよう支援を行う必要があるのJか、

大きく関われて期待されているのである。

とすれば、地域の連帯惑が薄れ人間関孫も希薄化して、地域での家庭教育に関する相談非輔、支

援体制が極めて弱くなっている状況にある中で〈生涯学習審議会〉、子育て中の親や家賠の気軽な

相談相手としてそして舗祉の専門職として「担当誌域をもたず、地区の児童福祉問題を担当するJ

主任先輩委員の存在意義は大きいし、「児蒙福祉関係機関・施設との連結・ を図りながら、地

児童委員と一体となって児童の健全野成、子育ての支披を行う」主任児童委員が、親の家棄

の子育てへの地域支援の充実に果たす議接な役割もここに求められるであろう。青森県(生活福社

部児童家建課)は、青森県子育て支援計顕「あおもりすくすく子育てプランJ(平成9年3月)の中

で r(2)子どもや子背てに関する相談支援棒舗の整備」を策定して、「・地域において相談活動に従

る家庭相談員、児童委員・主在児意委員など相談員の活動的活性化を図るため、研修を強化し

ますj と関係機関との連絡調整を図りながら、「児童委員と一体」となって「子どもの開題を専門

に担当するj地域における主任児童委員の活動に大きな期待を寄せているので為る。青森果におけ

る主任児童委員の「地域をつくりながらJの子育て支援(親支譲・家庭支援・地域支援)の異体的

な活動事例については、先の背森県民生委員児議委員協議会腎森県議京福祉部児童家庭課編集『主

任児童委員活動記録集』に、個別援助活動、児麓健全育成活動、子育て支援活動、その抱、学校が

抱える問題と主任児童委員への期待、関保機関をつないでくれた主任児童委員・克童委員な
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の競裂に分けて編集された蹟重な主託児議委員の「活動記録集Jになっている。なおこの rw活動

のケースの分け方は、内容から捷宜的に分類したもので、統計的な分け方ではありません

(児童環境づくり班長坂上護子民)Jと筆者宛FAX(平成10年11月10日)を受けているのでこ

こにお断りして置きたい。

この主任児童委員活動記録集から紙轄の関係から、その具体的な主任児童委員の活動のタイトル

のみを、 「地域における子膏て支援と主任児童委員の活動(レジメ:野口校名)Jからここに示す

と次のようになっている。

の具体的な活動事例(向上 f主缶児童委員活動記録集J)

( 1 )個別援助活動→φ不登校の生誌にかかわって φ母子家経との関わりそ通して

(2 )児童健全育成活動→①みんなで育戒の輪を}広げよう ②地域における児童健全育成活動

(3 )子育て支援活動→金払の子育て支援活動 ②まずは、協みそ聞くことかも

(4)その他→①気負わずに長い目で ②今後の活動に向けて

(5)学校が担える問閣と主任史議委員への期待→学校での実践:教育庁指導課

(6 )関係機関をつないでくれた主任児童委員・児議委員→青森県中央児童相談所 J 

これらの主校児童委員の具体的な活動の実際〈実践)については、ここでは、上記の主任克童委

員の活動のタイトルを踏まえて、関別援助活動、見童健全育成活動、子育て支援活動から紙幅の関

係かち残念で、はあるが、それぞれ一つの活動のみの実銭内容について数れておきたい。 w主任児議

委員活動記録集』にはやや長文に渡るがその全文を示すと次のように紹介されている。

.個別援助活動 母子家庭との関わりを通して

「連日のように新聞紙面に子供連の関連した胸の痛む記事が掲載され、主任児童委員の立場と共

に、親としてこれかち何をなすべきなのかいろいろと考えさせられているこの墳です。今回『個別

援助活動Jについての事例ということで、現在かかわっている、またこれからもかかわっていかな

ければなちない事例を報告します。地皇民生委員から、他町から引越して来た母子家庭についての

相談の電話が為り、 2人でその家躍を訪問しました。離婚により母子家庭となり、現在小学校2年

生と 5才の保育圏児の2人の女児との3人家族です。本市には親戚も知人もなく近所付き合いもな

い様子です。母親は経製会社に勤務していますが、給料が安く額も決まっていないので、

しく或もレストランで毘洗い等のアルバイトをしており、小さい子供2入だけで夜の留守番そして

います。日中仕事が終わって家に帰り、食事の支度をしてあわただ、しく家を出ていくので、家の中

は洗濯物などが沼産しており、足の踏み場もない状態です。母親は、奈子供と一緒に居る方が良い

とは患っているのですが、アルバイト先の人達が親切で彼女の立場を理解してくれており、

命働いて頑張っていくと言っているので、時々様子を見に向うことを約束して帰宅しました。生活

保護などいつでも相談に応じる事ができるように心がけております。また、現在住んで、いる民間ア

パートではなく、家賃の安い市営住宅に入府できるように手続きをしています。時々訪ねて子供達

の様子を見ていますが、近所に知っている人がいないので1帰宅すると家の中に閉じこもり、まんが

本やテレビを見て過ごしているだけです。自然に友達ができる様に児童能等の利用を積禄的に勧め

ていきたいと思っています。地臣民生委員の方々との連絡を密にし、家の中iご閉じこもりがちな子

供達が、子供ちしい生活ができる様少しでも手助けがで、きればと患っています。あせちず、あわて

ず、ゆっくりと、 自分にできることは向かを援していきたいと思っていまする。J(主任児
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童委員木村正子氏)

.児童健全育成活動 地域における児童健全育成活動

「主任児輩委員制度が発足し、早くも4年が過ぎました。その問、各行事や会議には積極的に参

加し、自己研織に努めたつもりです。継続的ではないものの、不登校児問題、年一昭の村内小、中、

高校の訪関、中学生ワークキャンフ、ジュニアリーダー研修など、細かく浅くかかわって参りました。

~活動例~

・中学生ワークキャンプ 社会福祉協議会主催 村内に関J心のある中学金男女10入--20入を対象

老人福祉センターを拠点として2泊3自の日程で実施。

(主在児議委員のかかわり〉 開校式、夕食、女子の入浴(浴室の消揮〉、自主勉強、就護準備、就

寝(共に)、記床、朝の体操、館内清掃、朝食、野外炊事等、主に健康管理、生活指導を担当する。

・ジュニアリ…ダ…研諺 村子ども会主擢 各子ども会のリーダ…の5、§年生男女60人--70人

を対象 I治2日の日程で実施

(主住児議委員のかかわり) 主に金事作り、全体の健康管理、女子の入浴、就寝(共に)、生活

指導を担当する。

以上の活動を通して、忠春期の子どもたちと接し、得ることも多いが、全捧に年々、家庶におけ

る教育力(余事、あいさつ等のマナー)が、低下していることを痛感します。今後の課題として、

鍵全育成関係機関、特に教育関係と民協との連携を密にすることを、呼びかけていきたいと考えて

います。J(主任児童委員古舘敬子氏〉

.子育て支援活動 まずは、悩みを国くことから

「主任児童委員というものをとにかく知ってほしいという思いで、まず勤務している私立幼稚園

で折ある諒に話をしていたこともあって、小・中学生を持つ欄児の母親やその友人からの相談や通

報が多くあり、また範囲全域に広がっています。相談者が担当地区以外の場合は一応相談を受けて

地区担当者があることを知らせ、相談者の求諾を栂てから、地区担~者にお願いすることにしてい

ます。相談のうち多いのは学校へ行きたくないという子のお母さんからです。いじめられている

らしい ・友人と何かあったらしい ・頭惑、腹療、検査したけど、どこも悪くなかった。親とし

てどんな言議をかけてやったちいいかわからない。どんな態度で接していけばいいのか。学校に相

談ずればどうなるのか。学校に相談したけどどうにもなちなかった。まずはお母さんの'臨みや思い

をたくさん、気の済むまで聞いてあげることにしています。この場合はお母さんが何とかしたい、

子どもの気持ちを知りたいと思っているので、まだ一緒に考えることができます。私ほアドバイス

できるだけの専門知識はありませんが西人の子育ての先輩として、また日頃幼稚関で子ども逮と

していて思うことなど、お母さんといろいろ話をしていく中で、ヒントになることが見付けられた

りします。今まで誰にも相談できないで悩んでいたのが、話をすることによって心を開き子どもを

見る司が変わってきたと苦います。話を開くことが第一のようです。相談のためのカウンセラ…の

先生が記置されている学校もあるし、市の教育委員会の教育センターでの相談や、不登校生のため

の教育撞設もあること、その他県内にも県外にも相談機関があることを知ちせます。ただ、何より

も大切なことは子どもの一番の理解者は両親でなければならないことを知って欲しいと思うのです。

どもと一緒に両親も悩んで考えていってほしいと思います。そのためのお手詰いができたらと患

うのです。J(主在克童委員野坂藤子氏)
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これらの地域における主在!思議委員の活動(子育て支披・志援〉が、どんなに f児童に関する開

題を専門に相談に応じj る児童福祉の専門職(補祉職〉として期待されているfについては、青森

県教育庁指導課が、 f父と祖母の掛り合いが非常に悪j いA君の「祖父母家賠J、しかも rA君も祖

と折り合いが非常に悪JいA君の家施の開題について、 「特に、学校から家越に出向くときは、

それぞれの地域T活躍されている民生委員や主在児童委員の方々の協力が不可欠jであると強調し

ていることから知れるであろう o それ辻、「学校、地域、関係機関がそれぞれの立場で、相互に協

力しながら対応する過胞を通して、現代の子供や学校、家庭、地域社会の持つ開題が見出され、お

いの問題として考えることができJるかちであろう。 A君の家賠は、 「母は勢い頃生き}j1Jれ、父

は通年の出稼ぎをし、毎月一定額を仕送りし、年に数由子供の顔を見るために帰ってJくるが、 「こ

の父と祖母の折り合いが非常に懇く、帰ってきても家に宿泊することはない」し、 fそのせいもあ

ってか、 A者も祖母と折り合いが非常に悪く、家賠では祖母の作った食事を一切取らずに、帰宅途

中にラーメンそ食べたり、惣菜を買って自室で食事するという状況Jである。学区内のB釈から電

をしているA君は、 「祖母と折り合いが非営に悪Jいからか、 B駅待合室で f議車に乗り

れて次の寵車を待っているj など、 f帰宅したくなくてわざと電車を遅らせたちしいことJもある

し、 rA君は、この後、 f病院へ行くJと偽っては遅刻や早退、欠席を繰り返すj子どもであるo

f校長先生が、家嘉訪問j をした時J数日間何も食べていない状態でふらふらして部屋から出てき

たj こともあったと言う。 rこのケースでは中学校は、学校だけで対応するのではなく、児童相談

所や民生委員、主任児童委員の方々に相談するなど、連携を深めながら開題の解決に当たったj の

である。 r学校が抱える問題Jの解決、殊に「子育て等で協んでいる家癒を支援していj くために

辻、いかに主任先輩委員への期待が大きいか理解できるであろう〈青森県教育庁指導課 f学校が抱

える問題と主在指導委員への期待J)。

しかしながら主任児童委員への期待が大きい反面、 f児議委員の頭に f主任Jがつくことにより

児童委員とどう異なるのか戸惑うばかりでしたj と言う言葉に明ちかなように、次のように主任児

の「前をすればよいかj と言う戸惑いもa，ったことは確かであろう。

・その他 2 気負わず長い間で

f主任児童委員の委張状をもらい最初に思ったことは伺をすればよいかということでした。今ま

では民生委員・児童委員としてたいしたことはできないまでも待とかお手伝いをしてきたからです。

児童委員の頭に『主任Jがつくことにより児童委員とどう異なるのか戸惑うばかりでしたし、先輩

の一入試 fこんなものは児議黍員で十分対処できるかち新たな組織は必要ないのでは?~と言う有

様。という訳でまず両者の違いから勉強することにし研修会にも参加しましたが、わかったような

わからないようなというのが本音でした。子どもの幸せに全般的に関わることと理解しておけば

ちずとも速からずJとも思っていましたし、仕事から仕事を覚えるとも患っていましたので、何

はともあれ活動を開始しました。怠が主任児意委員になった年は前年護より大幡に主任児童委員が

増員された年であり、しかも全国的にいじめやそれが原因で自殺や不登校が敦り沙汰されている

期でしたので、委員全員で f学校を知ろうiということで学校訪問をすることになりました。-

がやiまりいじめ不登校などというのは学校側からみればあまり外には知られたくないことで、当事

者と教師とが一緒になって問題解決に取り組め江済むことでるり、まして我々のような素人集団に

知らせて、世間にホ裸々にされることなど迷惑な話だ、と思っているに違いないと思い、

れ
可
ザ
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の顔ぶれを知ってもらえば良い程度の思いで学校訪問から始めたのです。案の定、最初の頃はよ

かったのですが、 『うちの学校ではいじめ不整校はほとんどありません』とか fあまり来てもちっ

てもお話することはありません』又、校長先生にあらかじめ連絡しておいてもらっても、忙しいか

ちとか急に出張が入ったなどと言われ会えないこともありました。予想していたとは云え良いスタ

トとは云えませんでした。又、話祉事務所では毎月学校訪問をどうかということで、その辺の考

え方のギャップを哩めるのにも苦労しましたが、あまり周りの意見にふりまわされずボランチィア

ということもありますので、主任児童委員が主体的に決定し主体的に動くということで考えがまと

まっています。いずれにしても最拐から一度に自に晃える成果は考えず、気負わず長いスパンで行

してゆこうと思っております。激動する社会環境の中、いろいろな歪みが弱者である子ども達に

及んでいる昨今、我々主任児童委員に課せられた寅務は決して軽くはないのでしょうが、我々自身

も未熟ゆえに関係方韻から協力や指導を存ながらがんばっていこうと考えてい

員小桧山吉紀氏)J 仔主任児童委員活動記銀集~)

に課せられた寅務は決して軽くはないj が故に、主任児童委員が「主体的に決定

し主件的に動くということで考えがまとまるj までの苦労が摺ばれよう。

更花、主任児童委員が課題を抱える親子を個別支援する活動事椀については、 ~9c童委員、

児童委員が、課題を抱える親子を支えるための活動ヒント集

5 家庭を訪問する場合j 中で、その具体的な取り組み方について

き 3 1)~の fQ

7 拒苔的な家庭と少し

ずつ詰頼関係を作りながらj と題して、次のように示されており極めて学びが大きい。

・家路を訪問する場合 拒否的な家庭と少しずつ告頼関係を作りながら

「小学校の先生から、不整校の子どもについて主任児童委員である私に相談がありました。

は、その親が学校側の呼びかけにほとんど容えないこともあり、主任児意委員に地域住畏の立場か

ち相談にのってくれないかとのことでした。区域担当児童議員によれば、その家庭は地域住民とも

誌とんど交流がないとのことでし

そこで、最初は、先生と一緒にそ

と、主壬児童番良とは子ど

初はすでにつながりのある学校の先生と訪問)。しかし、親はジロワと私を見るだけで、ろくに挨

拶もせず日を閉めてしまいました。

私は、その後、買い物や砲の用事でその家を通りかかると、ちょっと立ち寄って声をかけるよう

にしました。そのときは、お子さんのことは話題にせず、 『ちょっと寄ったからJとあくまでも地

域住民として声をかけるようにしました (地域註民としての関保孝り)。

最初は全く反応がなかったのですが、あるとき頂き物のおすそ分けを持っていったら、母親が受

け取ってくれました。その後訪問したときζは、 rうちでできた野菜をどうぞJと持たせてくれ、
これをきっかけに少しずつ心を許してくれるようになってきました。

そのうち自然な立ち話ができるようになったところで、母親にお子さんの不登校について F学校

に相談に行ってみようよJと話をすると、そうだねといい、一絡に学校に行くことができました 〈信

頼関擦がで者てから、本題に)oJ

f自ら地域とのつながりを絶ち、孤立してしまう課題を抱える親子」の

53IJ支援j に捺しては、主任児童委員は、 ?最初はすでにつながりのある学校の先生と訪問Jをして
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先ず「地域住民としての関係作引をする、そして f無理強いせずj に「その旨関係機関立伝え、

見守りJ、 「信頼関係ができてから、本題に」入ることがどんなに大切であるか、主任児童委員の

f家庭を訪問する場合」の支援のあり方を良く教えている。

ところで、平成時年の児童話祉法の改正によって、 f課題を抱える親子へぬ翻意IJ支援(個別事案)

は、ほ域担当児童委員と主在児童委員が協犠して関わるj ことによって、 f地域の児童福祉活動の

推進を岡ることが明確」になったことは、既に触れたところである。そこでここでは児童虐待や不

整校、非行、育児不安などの個別事案・個別ケースに主任児童委員が区域拙当児童委員と「協働し

て関わる」個別支援について、具体的にはどのような方法が可能であるのか、 『児童委員、

課題を抱える綾子を支えるための活動ヒント集JIから具体的に学んでみることにしたいo

f間活動ヒント集』は、主張先輩委員が児童委員と f協議して関わるj儲JJIJ支援の方法について、

「役割分担j の視点から を抱える親子について、関係機関とも協議の上、児童委員 り

支援していくことになった場合、区域担当児議委員と主任児童委員の役者IJ分担は、 Jと次のニつの

具体的な方法を提示している。

fφ主任見童委員が主体となって、関孫機関と連携をとりながら、親子の相談にのり、支披をし

ていき、区域担当先輩委員も必要に応じてその見守り支援に協力していく場合J

r@区域担当児童委員が主体となって、親子の相談にのり、支援をしつつ、主を児童委員が必要

な情報提供を行ったり関係機関との連携告はかつて、そのサポートをする場合j

この主任児童委員と阻域担当児童委員が「協働して関わるJ個別支援としては、この2つの方法

が「多く見受けられJるが、これら 2つの方法では、 「①の方法をとっているところが比較的多い

ようj であるが、 f親子の家が区域担当児議委員の家の近くだった場合や、区域担当児童委員のほ

うがその親子との入関関係を作りやすい場合には、舎の方法告とっている事椀Jもあったと教示し

ている。そしてこの主任先輩委員と区域担当児童委員が f協議して関わるJf居期支援がより効果的

な子育て支援活動として行われるためには、民児協会長(民生委員見童委員協議会長)が、 f主任

ら得た親子の情報をもとに、民児協としてできる支援を主任児童委員とともに考え、そ

の支援を行うための民児協内の合意形成をはかり、支援にあたる区域担当児童委員と主任児童委員

が活動しやすいように支える役裂を果たjすことが極めて重要であると強調してい

この主任児童委員と広域担当児童委員が f協犠して関わるj鶴剖支援の事関としては、 w rわが
まちならではJの児護委員活動の震関をめざして(児童委員活動の手引き30泊〈社会福祉法人全盟

社会禍祉協議会全国民生番員児童委員連合会)の中で、 f実際に主任児童委員が広域担当児童委員

と連携しながら、個別支援に関わっていった事例」について、次のように紹介しているので、やや

に渡るがここにぶして量きたい。

f 事例3 小学校の先生から ['3年生と 1年生の兄弟の先輩が、先月から欠賭が続いている。

謀議者に電話しても f病気だ』と答えるだけで、自宅へ訪問しても誰も出てこない令どんな様子か

もらえないか。 Jと、主任児童委員が相談をうけました。早速主任史童委員は、区域担当克議

委員と連絡をとり(主任児童委員と児童議員の連携)、家庭訪問をしてみる(状況の把握)と、そ

の兄弟とさらに3識の双子の妹たちの4人だけが家にいまし

fお父さん、お母さんは?~ij ~とたずねると、 fお父さんはずっと前に出て行った。お母さんは

3B前かち出かけているJと兄弟たちは答えました。家の中を見ると、スナック菓子の空袋
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やカップラーメンの容器が散乱していました。 3日間子どもだけで留守番をしていた状態に驚いた

主任児童委員と区域担当児童委員は、急いで児童相談所へ通告しました (岩持の発見と通告〉。

児童相談所はすぐにやってきて、子どもたちを一時課護していきました。あわせて、一時保護し

た旨を記載した手紙を家

児童相談所によれば、

いていきました。

日、母親が児童相談所へ連絡してきたそう

もを連れて行くな。返してほしい』と訴えたとのことでした。

区域担当児童委員と

し f勝手に子ど

にどのよう

とも協議し、

(個別支援)と、母親は「子ども

たちが連れて行かれたのはあんたたちのせいだj とののしり、全く児童委員の括を聞こうとしませ

んでした。その場はしかたなく、そのまま帰ろうとすると、その家の前に止めてあった自転車が壊

れていることζ気づきました。そのことを母親に伝えると、 「お金がえ主くて臨すことができない」

とつぶやきまし

民見協の中に自較車濯を哲む史議委員がいたことを思い出した区域担当先議委員は、 fそれでは

知り合いの自 を頼んでみようj といい、翌日、 てボランティアで自

転車を直してくれまし

このことがきっかけとなって、母親は弘たちに少し心を開いたようでした。そして、夫と離婚し

たこと、 4人の子どもの生活費を稼ぐために昼夜仕事をしていること、隣のまちに住む両親の介護

もしなければならないことなどを、ぽつりぽつりと話し始めました。私たちは、母子家捷を支援す

(サービスの紹介入また両親の介護についても介護保険サーゼ

を孝三期することができることを話し、子どもたちと暮せるようにこれからの生活を一緒に考えてい

(相手の立場に立った支援〉。

(関係機関への連絡調整)。児童相談所は

(児童虐待防止ネットワ

ークへの参掛〉、

そして、まずこの母子の経済的支援について母子福祉課が相談に乗ることにな号、Jt.>わせて3

の妹たちの保育所入所を申請することを母親にアドバイスすることにしました。児童相談所は母親

を呼び、今後の生活について話し合いをしました。母親の両親の介護については、社協が相談にの

り、介護保険サービスを利用することになりました。

その結果、母子はまだ受給していなかった児童扶接手当を申請し、母子家庭を対象とし

ヘルパーが遡に 2回家庭を訪問することになりました。 3臓の妹たちの保育所入所も決まり、

はできるだけ仕事を昼間にするようにしました。そこで、子どもたちは一時保護所から

ました。仕事が夜になったり、再親の介護につきそう場合は、児童養護施設のショートス

期することにしました。

このことを民見協の定例会で報告(民児協への報告〉し、母親の両親が住む地
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民生委員・児童委員は両親の様子を見守り、時々相談にのったりするようになりました。先日

は、民児協が参加した地域の子ども察りに区域担当児叢委員が誘い、兄妹4人で遊びに来ていまし

とちあえず子どもたちは元気に学校へ通っているよう

も、区域担当児童委員と主任児議委員がときど

(日常的な見守り支援)を続けています。 J(児童委員活動の手引き30)

区域を持たずその経験上児議福祉に関わる知識や情報を有するj 主任児童委員が区域担当

とよく「協識して関わるj ことによって、 「子どもや子育て家越の対場に立って、親身に

って相談にのり、 f必要なサーゼスや機関の需報を提供してj 、どんなにな告域の推進役j として

どもと子育て支援活動j を展開しているか、が容易に理解されるであろう。こ

が区域担当児童委員と「連携Jしながら「実際に個別支援に関わっていった事例」は、

主f壬史童委員と児童委員の連携、状況の把握、鹿待の発見と通告、民児協内での協議、個別

サービスの紹介、相手の立場に立った支援、関保機関への連絡調整、児童虐待坊止ネットワ

クへの参画、民児協への報告、日常的な見守り支援など一連の主在先輩委員の f子どもと

支援活動Jの展開に見られるように、主在児童委員が区域担当児童委員と f説働して関わるJと

に、主任児童委員ならではの「様々な機関や団体、地域住民と協働して股聞するJ個別支援の理想

的なるり方(具体的な方法・モデル〉告示しており極めて学びが大きい。なお、紙幅の関係で割愛

るのは、極めて残念なことであるが、主任児童委員が、保護所の保罷師、保育所の栄養士、そし

て区域担当児童委員と共によく「連揖Jしながら儲別支援活動を実践している事例「精神的に不安

定な母親への支援を通じてJが、先の nわがまちならではj の児童委員活動の展開をめざして(児

引き30)Jの中に、よく示されているので、是非参照して欲しい。そこでは、

児童委員が、{居間訪問〈主荏児童委員、区域担当児童委員〉、児童館の活動(子育て広場)への誘

いかけ、サービスの紹介(ファミリ…サポート、保育所の一時課育〉、関部機関との連携(銀資所

の栄養士、保健所の保健師など「子どもや子育て家庭の立場に立って、親身になって相談にのり、

必要なサービスや機関の情報を提供して」、関係機関と「協働して関わるJことによって、 「地域

の撞進役Jとして「子どもと子育て支援活動j を展開している様子が良く示され学びが大きい。

V 青森県弘前市に見る主任児童委員の活動の麗開

最後に弘前市における

一役:地域の子膏てアドパイ

の活動状況(噂門職:児童福祉の担い手:児童委員のリーダ

ンブズマンの役目)を、みどり保育園(園長鳴海秀子氏)の

7平成10年度地域子膏て支援センタ…事業j と弘前市の平成18年度の?社会福祉の概況j から見

て見ることにしたい。最初に、みどり保育園の f平成10年度地域子育て支援センタ一事業j から

主任児童委員の活動について見て見ることにしたい。この平成10年度地域子育て支援センター事

業は、みどり保育園においては、園内に設置されている保育所地域子育て支援センタ

によって全開され咋成された「楳育所地域子育て支援センタ一事業計瞬j に下づいて運営されてい

る。地域子曹て支援センターは、?市町村が保膏所などを指定し、地域の子育て家躍の育児不安を解

消するための相談や子育てサークんの膏成・支援などを行なうj ために設置されたものである。地

域子育て支援センターの目的は、「保育所が地域の子育てネットワークの中心として育児相談、育児

サークルの支援等を行うJ(青森県「お父さんの子育てハンドブック)ことにある。みどり保育園の
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f楳育所地域子育て支援センタ一事業懇話会Jは、保背問(含ベピーホーム)6名、課育研究会 1

名、社会話祉協議会2名、民生委員2名、行政(児童相談所、保健所、福社事務所、保薩センター)

4名、病院 l名、子育てメイト 2名、言葉の教室2名、主任児童委員2名の計22名から構成されて

いる。平成10年度の f保育所地域子育て支援センター事業計画」は、地域子背て支援センターの活

動項目と保育所機能の活動項目の大きく二部に分けられ成り立っている。今、ここでは、紙帳の関

係からみどり保育盟における平成10年壌の「保育所地域子育て支援センター事業計画Jに見られ

る活動内容のうち「活動項目Jr活動内容Jrねらしりの三項目のみを恭すと次のようになっている。

保育所地域子育て支援センター事業計揺〈平成10年度) みどり保育器

活動項目 | 活動内容

1相談話動 I 1. 曜話相談の実施
2. 面接相談の実施

3. 訪問相談の実施

4.乳幼児の食事相談の実施

2子育て支援活動I1. 育児講座の開催
①乳幼児保育に関すること

遊び・ことば・絵本の選び方

@病気に関すること

f茜科衛生J

に関すること

④乳幼児に関すること

@乳幼児に関すること

若い両親の生活指導

2.育児技慌の実施指導
.ふれあし

3. 子育て通信

生乳幼児の食事指導

! ・ふれあいデー

; おやつ(未満児)

.一日体験入所

5. 棒害児保育の指導

3d)育児サ…クJvi1. 子育ち談話室の開放
・面接指導 ・交流

2. 育児サークルへ場の提供

ーサークル誰進大会

4広報活動 I 1. d)子育て支援だより

②探背だより

5特別保曹の推進I1.保育ニーズ把握
関連保育所との情報交換

障害児保育

一時的保育

2.保育所等連絡調整会議の関議

-代表者会議

・担当者会議
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ね らい

育児不安解消のため、智識・技締の提供

育児不安に対し、具手本的なアドバイス

をする

乳幼児の食事に関する知識の提訣

育児不安解消のための智識・技術・構

報の提供

①乳坊児保育への理解を深める

②乳幼児保育への理解を深める

@捧害児への理解を深める

入関児とのふれiflいを体験し保育現生活安知る

母親再士の情報交換

子育てへのアドバイス

おやつを通して、ふれあう母親におや

つへの理解をもってもらう

入閣時における障害児の把握と理解を深める

母親の集いの輪を広げながちサークル

活動につながる

関連保育器やサークルとの交流

市氏、保育関係機関に保育所地域子育

て支援センター事業を理解してもらう

子育て支援のネットワークづくりをする

女性就労に対し、保育システムと

の支援を行う

事業を円滑に進めていくために行う
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sその的 1 .拠点保育所の年間行事

地域の特性に合むせた活動 を通して、地域の人々とのふれeDい

〈号桜のお花見会 4/24 をもつ

②つつじのお花見会 5/23

③ねぶたを中心とした夏祭ち 夏の遊び(出j吉、おばけ屋敷、ねぷた)

多運動会 9/26 I 7/11 を通して親子や卒 児、地域の人々との

⑤バザー・作品展 10/24 ふれあいをもっ

⑥Xマス遊裁会 12/19 

iぐちまめまき会 2/3 

なお保育所機能の活動項目については、 f楳育所機能の開放 r保育所機能の充実その起j

に類型化して、地域子育て支援センターの活動を展開しているが、紙幅の関係で残念ながら省略し

たい。主任児童委員は、 「児議福祉分野での経験が豊富な民生委員・児童委員のなかから選制され

るJことになっていることは先に触れたところである。青森県においては、平成10年3月現在で、

「子育てに関する相談・支援の窓口j としての「地域の支援制度j に、 「民生児童委員、主任児童

委員ム 「子育てメイ判、 f地域子育て支援センター」などを設けて、子どもの健やかな成長と

育てを応援している(青森県「お父さんの子宵てハンドブック〉。そして「地域の支援制度j とし

ての「民生児議委員、主任児産委員j の活動について、青森県民のために次のように紹分している。

「 民生児童委員、主任児童委員(地域の支援制度)

福祉に関するあらゆる桔談にのり、必要に志じて行政や関保機関との橋渡しをする方と

大臣が委嘱しています。 に関する問題を専門ζ相談に応じています。J

「お父さんの子育てハンドブックJ)

主任児童委員は、地域の誕生から幼児期までの子どもの子育て支援制度、より呉

体的立は「子育てに関する相談・支援の窓口Jとして設けられているのである。それでは、このみ

どり保育器の平成10年度「保背所地域子背て支援センタ…事業計闘(子育て支援「年間行事予定

)を企闘し運営する擦に、 「保育所地域子育て支援センタ一事業懇話会」において、主任

児童委員は、具体的には、どのような役割を演じているのであろうか。同懇話会における主任児童

委員は、弘前市二大地区から選出された安井えり子氏、間三大地区から相沢美保氏の計2名である。

このみどり課育闘の保育所地域子育て支援センタ一事業懇話会における主在児童委員の活動につい

みどり保背揺の主任保母(主任保奇士:現園長〉の外川さき氏は、次に具体的に箆条書きで示

すよう ζ極めて高く評揺している。

1 地域の家震や親に子育て情報の提供〈桝えば、子背て通信、福祉行政のチラシ、子育て八ン

ドブック、給金サービス、迫接指導できるなど〉。

2 地域をまわり育児に摺っている家患の'情報の把握〈例えば、家庭訪問をして家珪の状況がどう

なっているか観察する、 F章害をもっている子のサークんの支援、地域子育て支援センターでし

て欲しいこと、更には独居老人の把握な〕九

3 子青てサークルと子育てに関するイベント(行事〉の推進(例えば、地の機関の育児教窓を

容易にPR(紹介)することが可能になる〈例えばチラシを流す、子育て支設ハンドブックなど)。

4 地域の告々な子青て支援事業が分かり、更には懇話会の活動が委員相互が“顔見知り"にな

ることによって機めてスムーズになる(例えば児童相談所の事業内容が分かる、ネットワーク

25 -
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も可能になる、教育委員会を過して欲しいなど手続き問題に関して直接構報交換がで

きるなど入

5 地域の子育てに関するネットワ…ク〈例えば子育てメイト)と誼接靖報交換ができるし、ま

いわゆる機の専問機関(児童相談所、市町村役場の保健センタ一、保健所、福社事務所)・

地域子育て支援センター培報を鹿接得ることができ

6 子膏てメイト・民生委員・保母〈保青士)がお互いに協調して活動を展開することができる

(例えば、!接待・いじめへの対応、向か子どもが変だ!、どうすれば良いか、課題が自る、など)り

このように主荘児童委員は、児童に関する開題を噂門に相談に応じ、 「子膏てに関する相談・

援の窓口j として期待され活動しているのである。このことは、背森県中央児議相談所も、 刊号童

相談所が相談業務を進めていくうえで主任児議委員や児童養員の方々…と共に手を誘えていかなけ

れば事が進んでいかないj し、 「主任児童委員・児童委員の方の熱意によって各関係機関や関保者

が動き、それが具体的な解決方策を生み出した」と、 f日頃の主任児童委員及び児童委員の方の御

苦労と感謝Jしていることから容易に理解することが出来るであろう。この「関係機関をつないで

くれた主在児意委員・児童委員Jの活動に対して、青森県中央児童相談所は、 f児童相談所が相談

を受けた後の処遇方法として」、 f16名の児童福祉可〈ケースワーカー〉で県内の各地援を担当し

ていることもあり、日頃から主在児童委員や児童委員の方々と親しく接する機会を持てず、勢い自

己完結的な社事をする傾向が強まっていたのではないか」と深く反省しながら、 f児産相談所に対

する鍔指導と御協力をお顕い申し上げますj とまで述べている。なお子育てメイトは、 f子育てに

関する不安や憐みを気軽に話し合える方として県知事が委嚇j し f主に小学校入学訴の、保育所や

幼稚闘に行っていない子どものいる家庭を訪問j して、親や家庭の子育てに関する相談・支援に従

事している青森県における地域の子育て支援制度の一つである、ここで参考のために、民生委員・

児童委員と主任史童議員及び子脊てメイトの職務の相違について、青森県健康福託部児童家庭課が

作成した f民生委員・兜議委員、主任児童委員、子育てメイトとの比較Jから法すと次のようにな

っている。これは、平成10坪11月10告付FAX送信で間見童家庭課児童環境づくり班総括主幹(班

長)坂上優子氏から教示されたものである。

民生委員・ 主任児護委員、 メイトとの比較

分 民生・児童委員 主任児童委員 子育てメイト

法的往讃付け 民生・児童委員 民生・児童委員と同じ 地方公務員法第3条

法に定める民生員 第3項の特別職の地方

(厚生大臣委蝋) 公務員〈非常勤)

② 児童福祉法 〈知事委嘱)

める児議委員

(民生委員が充てられる)

業務上の位韓 克童福祉の事項を拙当 地誌の子どものいる

付け 家庭を担当

活動地区単位 (拒当地区 民生委員・児童委員 担当地区

連絡協議会の単金

人数 3，142名 241名 3，000名
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児童福祉法に関|児叢委員活動要領に 主住児議委員設置運営 メイトに関する

する業務 定める業務 要綱に定める業務 規胞に基づく活動

(1 )地域の実情の杷擁 (1)児童福祉関係機関と に関する相談

と記録 地豆を組当する児童 及び支援

間適切な機関への連絡 委員と連絡謂整及び 問先輩福祉関孫行設機

通報 児童委員と一体とな 関、児童委員、楳健

場虐待、放在等により、 った活動 婦との連絡及び協力

保護者に監護させるこ ①家庭環境、社会環境 (3)児盤及び家庭の状況

とが著しく不適当と の情報収集 の把握等

められた児童 争地域ぐるみで行う

問地区内の相談援場 育て活動の啓発の企

同意晃具申 画及び活動の中心的

(引先童の薩全育成の 役割

ための地域活動 ③児童健全育成活動や

母子保健活動の推進

(2)克童委員の活動への

援場、協力

-虐待されている

児童等の発見、

実情把握

児童福祉以外の 個別世替の指導援助 制度の周知徹底にとど l相談開た持の民生
の協力 め地区担当 委員・

児童委員に連絡

児議問題への関 児議問題への関わりの 児童献けに関わる!広く子育吋山

わりの程度 程度 て関わる

平成10年度のみどり保育園地域子育て支援センターの活動は、 10年度地域子背て支援セン

タ に、子育て年間行事予定計語表が、次のように存成され子育てを支援 いる。

平成10年度地域子育て支援センタ

子育て支援 年間行事予定計開表

月 日 ーマ 月 日 アー マ

4 15 みんなで作ろう“こいのぼり" 10 21 おタネで元気に“かけっこ 一" 

5 20 みんなで作ろう“ピカチュウ" 11 18 落葉で遊ぼう“何ができるかな?"

6 17 “七夕飾り製作"をたのしみましょう 12 16 楽しい“クリスマス"

7 15 “金魚ねぷた"を作ってみませんか l 20 “まめまき"のお面づくり

8 19 水iこ親しみましょう“プール遊び" 2 17 楽しい“ひなまつり"

9 16 みんなで“チ3キチョキ"楽しいな 3 17 思い出づくり〈手型押し)

このみどり保育閣の地域子育て支援センタ (子育て支援「年間行事予定計耐表J)は、み

どり保育閣に設置されているによって企画され溜営されている。

次に、平成18年度の「社会福祉の概況〈平成18年度)J(弘前子言語社事務所発行〉から、弘前市
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地域における主任児童委員の活動

とおける主径克童委員の活動状況〈専門職:児童福祉の担い手:児童委員のリ…ダ…役:地域の“子

脊てアドバイサーオンブズマンの役目〉を見て見たい。弘前市における主任児議委員の活動状

況を f社会福註の概況〈平成時部度)J(弘前車謡社事務所発行)から f内容息IJ相談・支援件数J、「分

野別相談・支援件数ム fその能の活動件数j、f訪関百数j、f活動日数j、f連絡調整関数Jに分類し

て示すと、平成18年9月1日 次のようになっている。

主任児童委員活動状況

.内容別相談・支披件数

在宅椙祉 (2) 

介護保険(1 ) 

健瑛・保健法機 (5) 

子育て・母子様健(199)

子どもの地域生活 (406)

子どもの教脊・

生活費 (5) 

年金・保換は)

・分野別相談・

高齢者に関すること (84)

(319) 

障害者に関すること (12)

子どもに関すること(1，048)

.その他の活動件数

調査・実態把搬 (58)

行事・

-訪問回数

.連絡調整担数 (1，261) 

青森果弘前市における平成18年号丹 1B 

12入 (28.6%)、女30入 (71.4%) となっている。

ら員く知れるようと、弘前市の地域住民の良き相談者・

に青森市の「広報あおもり平成13年12月15日号Jかち

わりにしたい。

主な活動

仕事件8)

家族関係 (66)

(7 ) 

(52) 

日常的な支援 (91)

その能 (64)

その抱(115)

(1，259) 

(1，259) 

-研修 (735)

(12) 

要保護児識の発見の通告・仲介 (70)

.活動日数 活動日数 (8，596)

その他関係機関 (696)

その男女の内訳は、

この主怪児童委員活動状況か

として活動しているのである。最後

をここに挙げて終

18歳未満のすべての子どもを対象にした児童福祉について専門的に担当し、子育てしている

家庭立積極的な支援をします。

-あいさ ども会活動への協力、事故防止と、非行防止活動など子どもたちのための健

全育成活動

に髄むお母さんの桔談や、子どもの不登校、 こもりや虐待、いじめに対する柑談な

さんの相談などに応じ、行政機関とのパイ・主径克童委員は、

ブ役とし しています。 j
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児童農待ゃいじめ自殺の鍔題が深刻な社会問題となっている今日、主任児童委員は、これまで以

上に、 「地域ごとに親子が抱える問題の相談や調整役(補回志津枝氏)J として大きな期待が寄せ

られているのである。その意味では、主任児童委員の役制は、 どもと を支援する」

地域の推進役として大きく期待されているのである。このことは、社会福祉法人全国社会福祉協議

会全困民生委員児童委員連合会の wrわがまちならではJの児意義民活動の展開をめざして(児童

の手引き 30)~ に、主任児童委員の役割として、 「子どもと子脊て支援活動展開における、

地域の推進役Jと「区域担当児童委員と連携した個別支援Jのニつが挙げられていることから容易

に理解されよう。第一の主任児童委員の f子どもと子脊て支援活動操関における、地域の推進投j

は、具体的には、 「子どもと子育て家庭を支援するj 取り組み吾、 f各地域で推進する役寄IJJであ

り、 f活動の展開にあたっては、…地域の関係機関や団体、地域役員と連携し、広域担当

とともに展開していくことJである。そしてそこに大きく期待されていることは、

吋茶々な機関や団体、地域住民と協議して展開することによっ

気運づく与j につながっていくことである。

と連携した信号j支援j は、主任児童委員が

に期待されている

と連携して、

ど に対する信号IJ支援を行うことj である。具体的には、 に対応

る必要があるケースに対し、区域担当児童委員とともに、主世児盟委員が主体的に関わっていく

ことが期待されているJのである。私と共に青森県のそして弘前市の背少年の健全育成に長い間関

わってきた弘前市和語南地区主在児童委員大湯恵津子氏は、主任児議委員の使命と

も端的に、 「主任児童委員とは 児童の諸問題を主に活動します。地域の子どもや、母親の相談相

になったり、児童健全育成活動を行うなど、健やかに子どもを生み、官てる環境づくりを進める

ボランチィアとしての民生委員・児童委員です。」と述べている。ちなみに、

は、主任児童委員の活動の「今後の課題」として次の三点を挙げてい

r 6 今後の課題

どもたちの健全育成を求めた地域のネットワークづくち

"-1つの時題を、共に考え合い、共に支え合う~

関する有害環境の浄fヒJU更北地区民生児童委員協議会の紹分β

主任児童委員の養成のるり方や高度の研修を行う仕組みをどう影成していくかも

ろう。

10年11足立日〈水〉に fホテ)v察楽j で行われた平成1
レジメ f地域における子育て支援と主任児童委員の活動(野口投名)Jに今日

にも視野に入れながら大幅に加筆して小論文化したものである。

引用・参者文献

r新版・ 編集委員会編『児童福祉論~ p，182 

2. 『児童福祉論第3版Jlp，96、p，185

3. 『児童委員活動の活性化をめざして-児童委員問題研究会中

4. 硯川 p，45 
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